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	既定のセクション
	スライド 1:  １．プロジェクト名 ジェンダーバイアスと未来の結婚式を考えるプロジェクト  ２．参加者 清泉女子大学（地球市民学科）安斎徹ゼミナール・株式会社ウエディングパーク・株式会社八芳園  ３．問題意識 ジェンダー平等の観点から、我が国の「結婚式」には課題が多い。 （SDGs目標５：ジェンダー平等を実現しよう）  ４．アクション ジェンダーバイアスの観点から結婚式が抱える問題を明らかにし、 多様性を尊重するジェンダーフリーな結婚式を提案する。  ５．プロセス （１）Day １(2022/9/27)


